
会長挨拶　稲葉　博之�

当たり前の事を、当たり前に�

１８５６回　１２：３０点鐘　ホテル御殿場館２１�次回８月１２日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／名鉄菜館  �

開 会 点 鐘／12:30 �

国 歌 斉 唱�

ロータリーソング／我等の生業�

内　　　容／会員拡大月間に因んで�
　　　　　　会員増強委員会�

　会 員 慶 事�

誕生日�
★8月 7日　齋藤　保君�

夫人誕生日�
★8月 5日　臼井良太君 ご夫人 芳　恵様�

 　今、世界の非識字人口は９億とも１０億ともいわれていますが、これは全世界の１５

歳以上の大人の約４分の１に当たる驚くべき数字です。非識字者の９９％は途上国に

住み、その４分の３はアジア人であって、３分の２が女性だそうです。現在世界で

１億３０００万の就学年齢児が学校に行けません。途上国の子供が年々増え続けている�

ので、関係者の積年の努力にもかかわらず、この数は一向に減少しません。また、せっかく入学した�

子供も３分の１は小学校を卒業していません。この厳しい現実を前にして、国連も識字問題に対して、�

近年ますます強い関心を持たざるを得なくなり、緊急課題として識字問題を採り上げ、たまたま�

２００３～２０１２年の１０年間を「世界識字の１０年」（Literacy　Decade）に指定しています。�

　ロータリーでは、地域の識字水準が、その地域の生活水準に直結するとの観点から、この月間中、読

み書き、計算のできない人達を援助するために、ロータリー地域社会共同隊、ローターアクトクラブ・

インターアクトクラブ・世界社会奉仕・ロータリーボランティア、その他の既存プログラムを通して識

字率向上に取り組んでいる。代表的なものは、タイで始まった識字プロジェクトで遊びながら文字を覚

えていく「ライトハウス（灯台）プロジェクト」が挙げられます。       



卓話／５大奉仕委員長所信表明 

会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名� ５７名� ９６.６１％� １００％�
●欠席者（2名）�
　根上眞一君・斉藤礼志君 �

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までに
　ご連絡下さい。�

社会奉仕委員会委員長　滝口喜徳君�

国際奉仕委員会委員長　嶋田泉太郎君�

新世代委員会委員長　鈴木栄一君�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

7月29日の出席報告�

7月29日のスマイル� 7月15日のメーキャップ�6名�

第2620地区�

●甥が、はじめて富士登山をし、
　高村繁男さんに大変お世話にな
　りました。　　　　内海隆治君
●本日の週報に一部誤りがありま
　す。お詫び申し上げます。�
　クラブ会報委員会　橋本喜市�

山崎伊久雄君　7月 2日　裾　野�
小野篤之君　7月 7日　三　島�
大森清治君　7月13日　沼　津�
林　　準君　7月14日　長　泉�
豊山　篤君　7月15日　三島西�
菅沼　久君　7月27日　沼津北�

　ロータリアンは地域社会へ貢献す
ることの重要性を認識しています。
奉仕はロータリー活動の真髄であり
ます。各ロータリークラブ及びロー
タリアンは、地元地域社会の人々の

生活の質を向上させ、公共の福祉に貢献する責任
があると考えています。このような努力が効果的
であれば、より広く善を行うことになるばかりで
なく、ロータリーの前向きなイメージを広めるこ
とになります。社会奉仕は、ロータリアンひとり
ひとりが「超我の奉仕」を実証する機会であります。
　すべてのロータリアン個人にとっても、またロー
タリークラブにとっても献身に値することであり
社会的責務でもあります。本年度の当委員会の事
業へのご理解とご協力をお願いいたします。�

　グローバルに活躍されているメン
バーで構成されていますので、その
意味では、頼もしいメンバーであり
ます。そんな国際奉仕委員会の本年
度の事業はと云いますと、�

１．世界理解       �
　　①世界理解月間に国際理解を深める卓話を行う。
　　②GSEの受け入れの協力。       �
２．教員海外派遣事業の実施。本年も2名を予定
　　しています。       �
３．人道的プログラム       �
　　災害等の救援活動への協力。�
４．世界社会奉仕�
　　①ポリオプラス撲滅運動に協力。�
　　②御殿場市国際交流協会に協力。それぞれの
　　　メンバーも是非会員となり協力をお願いします。
　その他に国際奉仕と云いますと、「ユニセフ」が
あります。ロータリーとは異なる運動展開ですが、十
分な知識を持ち合わせることも大事だと思います。�

　最近、青少年が関係する凶悪犯罪

が頻繁に起こっております。しかも、

犯罪の低年齢化・凶悪化が目だって

います。その背景にはいくつもの要

因が絡み合っていると思いますが、青少年を取り

巻く環境の劣悪化が原因の一つであることは間違

いありません。そして、その対策も明確ではあり

ません。その意味で、地域ぐるみで、より良い環

境づくりを進め、健全な青少年の育成をしていき

たいと思います。今年度、新世代委員長として微

力ながら、様々な青少年の問題に関する事業を通

じ、地域の青少年の育成のために協力していきた

いと思いますので、皆様のご協力をお願いいたし

ます。�

　今年度は「ロータリアンは青少年の模範」とい

うスローガンのもと、次代を担う地域の青少年の

育成をするため、次の事業を実施いたします。�

１．他団体及び、御殿場ロータリークラブの関 

　　係する委員会と協力して、小中学生の職業に

　　対する理解を深めるための事業を計画し、推

　　進する。       �

２．９月の「新世代のための月間」に例会卓話を

　　担当する。       �

３．青少年の健全育成のため、御殿場市青少年問

　　題協議会の委員として参画する。       �

４．社会を明るくする運動実施委員会委員として

　　運動に協力する。       �

　愛されることを知っている子は、人を愛するこ

とができる。と、いいます。家庭・学校・地域の

大人が、青少年の模範となり、子供達を愛情をもっ

て育てていくように取り組んでいかなければ、と

思っています。       


